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議会報告会実施報告書（議長報告用）  

開 催 日 時 令和６年１１月  ５日（火）  １８：００～  １８：３０     

開 催 場 所 福島学院大学（宮代キャンパス千葉記念ホール）  

出 席 議 員 及 び 

役 割 分 担 

班  長：沢井  和宏    副班長：高木  直人  

司  会：高木  直人  

報告者： (総   務 )菅原  美智子（文教福祉 ) 石原  洋三郎  

(経済民生 )七島  奈緒  （建設水道 )斎藤  正臣  

(複合市民施設に関する調査特別委員会 )真田  広志  

(議員定数に関する調査特別委員会 ) 高木  直人  

記録等：渡辺  敏彦   佐々木  優  

参 加 人 数 
福島学院大学マネジメント学部地域マネジメント学科生１０人  

傍聴者（大学関係  ４  人  ）  

議 会 報 告 会 の 

報告に対する質疑  

 なし  

 

令和６年１１月２５日  

福島市議会議長  様  

 

上記のとおり報告します。  

議会報告会   ４  班   班長  沢井  和宏  
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意見交換会実施報告書（議長報告用）  

開 催 日 時 令和６年１１月  ５日（火）  １８：３０  ～  １９：３０     

開 催 場 所 福島学院大学（宮代キャンパス千葉記念ホール）  

出 席 議 員 及 び 

役 割 分 担 

座  長：沢井  和宏  

    Ａグループ         Ｂグループ  

司  会：高木  直人     司  会：渡辺  敏彦  

班  員：七島  奈緒     班  員：斎藤  正臣  

真田  広志         石原  洋三郎  

記録発表：佐々木  優   記録発表：菅原  美智子  

参 加 人 数 
福島学院大学マネジメント学部地域マネジメント学科生１０人  

傍聴者（大学関係  ４人）  

意見交換会の概要 

テーマ：①「福島市へ期待すること」  

②「私がマネジメントする未来の福島市」  

 

テーマ①「福島市へ期待すること」  

Ａ班  

Ａさん  

  車を運転するようになって、県外の友人に地元の良いとこ

ろを案内したりしている。飯坂温泉、堀切邸などリラックス

できて好評である。駅周辺の見どころが増えることを期待し

たい。アミューズメント施設は子どもにも受けると思う。  

Ｂさん  

  駅前もそうだが、西口、吾妻通りもさみしい。駅なかのお

店も８時で閉まってしまう。個人的には「ラウンドワン」や

「カラオケまねきねこ」などで遊ぶことが多い。まちなか広

場でのイベントにも参加したりする。  

Ｃさん  

  金谷川駅周辺も何もないので、遊ぶ際は移動せざるを得な

い。飲食店、スーパー、コンビニも一つだけだと集中してし

まい、入店しづらい時もあるので、もう一つあればいいと思

う。  

Ｄさん  

  市外から来た者にとっては、福島市内の住民がおすすめの

店や観光ルートの口コミ情報などがあれば、楽しめるのでは

ないか。夜遅くまでバイトをしているので、バイトが終わっ

てからもご飯が食べられる店があればいいと感じる。  

Ｅさん  

  福島市内には飲み屋さんは多いが、高校生が寄れる飲食店

が少ない。若い人の活躍の場を確保する支援をしてほしい。

積極的に行動すると「出る杭は打たれる」というイメージ。   

安心して率直に熱量をもって語り合える場を確保できないか

模索している。  

  仙台では、学生団体が集まり、仙台のビジョンを語った

り、企業のコラボも生まれたりしている。  

  ＡＯＺのように学生が集まれる場所で、学生が主体的に自

分たちのやりたいことを自治体に要望していくことのできる
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ような話し合いができる場所を無料で利用できる制度等も市

に期待する。  

Ｂ班  

Ｆさん  

  どのように産業を発展させるかが課題である。東京から 1

時間半というアクセスの良さを利用して、どのように人口を

増やしていくか。  

また、商圏としては仙台が強いが、県都として商圏として

行き来する人口を増やしていかないと福島駅東口の賑わいも

創出できないのではないか。  

赤字路線である阿武隈急行へは福島市も投資している。中

心地であるため、交通産業も活性化していく必要がある。  

Ｇさん  

  福島市は県庁所在地なのに人口が増えない。就活イベント

の盛り上がりに首都圏とは差がありすぎる。県庁所在地だか

らこそ、もっと盛り上がるべきである。産業に投資すべきで

ある。  

  身内のことであるが、大学で語学留学をするためにほかの

県の大学に進学した。求める仕事がなければそこにいる必要

はない。  

Ｈさん  

  福島が誇れるものは、観光、産業と、他市に比べて資源は

豊富である。そこを生かすことはできないものか。県庁所在

地であるのに、人口減少が顕著である。緩やかに規模が小さ

くなってもその中で幸せであることが大切。コミュニティー

があって、仕事があって、感情のままに、誇りを感じながら

暮らすことができることを希望する。  

Ｉさん  

  自分は、市外から通っている。外部から見ていると、福島

に働きに通っている人の多さを感じる。スポーツ好きなの

で、再開発では、気軽に運動ができる施設があるといいと思

う。その施設があることで、予病、未病、健康維持につなが

る仕組みを作れないか。高血圧や糖尿病患者が少なくなるよ

う、体育館などを希望する。  

Ｊさん  

  東日本大震災から１３年余り、復興の支援も少なくなって

いく。福島市がどうやって復興したと表現できるのだろう

か。素材一つ一つに対して、ブランド力をつけて世界に発信

していく必要があると思う。学院大学でも飯野町のエレファ

ントガーリックをＰＲしている。  

 

テーマ②「私がマネジメントする未来の福島市」  

Ａ班  

Ａさん  

  若い人の居場所づくり、滞留するスペースがほしい。これ

まで、高校生も集まれるような場所（例えば西高生はイトー

ヨーカドーのイートインスペース）が居場所になっていた。  

  福島市が住みよい場所であると思えること、ここに残りた

いと思えること、居場所があることは人口流出を防ぐことに

もなる。  

Ｂさん  

  若い人が東京や仙台に行ってしまう。福島市内に就職先が

ない。商業施設は仙台のようにはならないと感じるので、大
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企業を誘致して、働く場所として福島市の特色を出せばいい

と思う。  

Ｃさん  

  福島市としての強みは絞り込まず、多種多様にあるものを

生かしていくべきである。  

  専門学校等があれば、市内の就職にもつながるのではない

か。  

Ｄさん  

  人口流出は止められないので、交流人口、福島市に用事の

ある人を増やしていければいいと考える。高校生や大学生、

若い人へのイベント運営にボランティアで関わってほしいと

いう発信をしてはどうか。そのことがきっかけになって来福

するハードルを下げることができるのではないか。  

Ｅさん  

  私は、わらじ祭りに参加したことがあるが、若い人が「楽

しい」と思えることが大事である。  

  農業を通したマネジメントも重要と考えている。  

  宮城県できくらげ栽培を始めており、福島市でもきくらげ

栽培について農政部に農地の相談をしたところ、大波地区に

ハウスもある農地を紹介してもらった。農業を通してコミュ

ニティーの再建をしたい。子どもたちの農業体験やそこに参

加する保護者の交流など、対面でのコミュニケーションを重

視していくべきである。  

 

Ｂ班  

Ｆさん  

  商圏としてのブランドを新しく確立する。福島市は大きい

市なので観光資源だけで賄えるのではないかと考える。その

ために観光地と観光地をつなぐコネクト化を進め、プロセス

を立てていけば福島市からの流出を食い止めることができ

る。  

  また、教育の拡充をする。福島県は学部を網羅しきれてい

ない。たとえ福島で勉強をしてもそのあとの就職先が少な

い。Ｉターンで終わってしまう。福島市は帰省する場になり

えない。大学、学部支援にお金をかけるべきであり、福島市

で生涯を終えられるような街にしたいし、するべきである。  

Ｇさん  

  教育は大事である。高校・大学・就職につながる学費の無

償化。福島の企業の設立のための補助金。学生の起業率も上

がっているので、学生がやりたいこと、起業しやすい助成金

の創設。今やりたいことがある人の支援が大切である。  

Ｈさん  

  ２０２０、２０２１年のオリンピックの時あづま運動場で

は世界大会が開催された。その実績を生かしてほしい。わら

じ祭りでも太鼓隊に参加している。地元のお祭りもより多く

の人に知ってほしい。福島に生まれた人が福島に住む理由と

して、地元のお祭りをＰＲしたい。  

Ｉさん  

  郡山市の駅周辺は坂が多く、平坦な土地は少ない。福島市

はその点、有利である。山形や仙台にも近いという地の利を

生かして両方の都市とコミュニティーを図れるようにした

い。  

  福島県は２つのＪリーグのチームがあるが、都市部にもう
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一つ大型の運動施設があると、交流がとりやすく、観客動員

もしやすくなると考える。  

Ｊさん  

  福島市は、高齢者に対しても「ももりんパスポート事業」

を推進しているが、若い人にも還元してほしい。若者に対し

ての施設、施策が足りない。福島に住み続ける理由が大切。  

  学校の給食無料化は早急に取り組むべきであり、県外の人

にも、福島だから転居転入してくるという理由をたくさん作

るべきである。  

まとめ（沢井班長） 

  若者（高校生、大学生）に対しての施策や若者の声を聞く機会が少な

い、あるいは、若者に対する教育の充実を望む意見が多かったように思わ

れるが、それは、高校生や大学生を直接所管する部署が福島市ではないた

め、起こりがちなことであり、今後の大きな課題となった。 

今日いただいたご意見は、参加していない議員にも、報告をして共有化

を図りたい。そして、今後、それぞれの議員活動や議会活動の場など様々

な機会において活動していく中で、いただいたご意見が、市政発展のため

に、生かされていくものであると思っている。 

市民の生活と議会が密接にかかわっている一つの例として、東日本大震

災・原発事故からの復興について、お話ししまとめとする。 

震災・原発事故直後の混乱の中、議会でも、市民を放射線の影響から守

るため、多くの議論が繰り返された。そして、全住宅地等から放射性物資

を取り除くための「福島市ふるさと除染計画」が計画され、多くの時間と

費用を費やし、実施されてきた。その間、市民からの寄せられる様々な意

見をもとに、議会の中で議論を繰り返し、方向性を見出してきた。１３年

を経た現在、福島市では、市民も安心して生活できるまで復興してきた。   

 

令和６年１１月２５日  

福島市議会議長  様  

 

上記のとおり報告します。  

議会報告会   ４  班   班長  沢井  和宏  

 


